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って生じた比較的新しいものである。その萌芽は 18 世紀末から 19 世紀初め頃の欧米に認められるもの








宣言が、ヒポクラテスの「誓い」を現代に蘇らせた 1948 年のジュネーブ宣言 Declaration of Geneva
である。これを受けて、実践の倫理として、医師の一般的義務を明示したのが、1949 年の 医の国際倫
理綱領 The WMA International code of medical ethics であり、研究の倫理として、人間を対象とする
医学研究の倫理的原則を明示したのが、1964 年のヘルシンキ宣言 Declaration of Helsinki– Ethical 
Principles for Medical Research Involving Human Subjects－である。ヘルシンキ宣言はその後、9 回
の改訂を重ね、現在なお、医学のみならず、人間を対象とする研究倫理の基盤となっている。 
一方、米国においては、医学的研究の他、心理学的研究も含む、臨床研究全般の規制を目指す法律と
して 1974 年に国家研究法が成立し、この法の下に設置された国家委員会によって、1979 年に「研究対
象者保護のための倫理原則および指針 Ethical Principles and Guidelines for the Protection of Human 





べく、より包括的で基本的な「原則」を呈示する必要性を説き、3 つの倫理原則 1)Respect for Persons, 
2)Beneficence, 3)Justice とその適用について整理し明示したのである。以来、現在に至るまで、この三
原則は、人間を対象とした研究における国際的かつ基本的な倫理原則として受け入れられ、1982 年以来、
国際医科学団体協議会 Council for International Organizations of Medical Sciences; CIOMS と世界保
健機構 World Health Organization; WHO により呈示されてきた、「人を対象とする生物医学研究の国
際倫理指針」の基盤にもなっている。 
 












1) 人権（人の尊重）Respect for Persons 































































































































文  献 
松下姫歌(2014). 倫理の遵守と研究のリアル，森岡正芳・大山泰宏編，臨床心理職のための「研究論文の教室」pp.176-180. 金剛出版 
 
註: 本文中に掲げた、ベルモント・レポートや各種の倫理綱領等の多くは、世界医師会や日本医師会等の諸機関のホームページ等でデ
ータをダウンロード可能であるので、参照されたい。 
 
